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は
じ
め
に

天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
六
月
二
日
、
明
智
光
秀
の
急
襲
を
受
け
た
織
田
信
長
は
、
本
能
寺
に
お
い
て

自
刃
し
た
。
あ
ま
り
に
も
劇
的
な
最
期
だ
っ
た
が
、
も
し
こ
の
事
件
が
起
こ
ら
な
け
れ
ば
、
信
長
は
真
の

意
味
で
全
国
統
一
を
成
し
遂
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
信
長
の
歩
み
は
決
し
て
順
風
満

帆
で
は
な
く
、
そ
の
生
涯
は
次
々
と
現
れ
る
敵
と
の
戦
い
に
忙
殺
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
本
書
が
扱
う

「
信
長
包
囲
網
」
は
、
そ
の
象
徴
で
あ
る
。

一
般
的
に
信
長
は
、
革
新
的
な
軍
事
力
と
政
治
力
を
も
っ
て
戦
国
の
強
敵
を
次
々
と
打
ち
破
っ
た
英
雄

と
し
て
語
ら
れ
る
。
だ
が
、
実
際
の
信
長
は
、
常
に
危
機
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本

願
寺
と
の
抗
争
は
十
年
に
及
び
、
武
田
氏
と
の
対
立
も
一
朝
一
夕
に
決
着
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
浅
井
・

朝
倉
両
氏
の
挟
撃
に
遭
っ
た
金
ヶ
崎
の
撤
退
戦
は
、
信
長
の
生
涯
で
も
屈
指
の
危
機
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

信
長
配
下
の
松
永
久
秀
、
波
多
野
秀
治
、
荒
木
村
重
、
別
所
長
治
ら
が
次
々
と
離
反
し
た
た
め
、
信
長
は

そ
の
都
度
、
戦
線
の
立
て
直
し
を
迫
ら
れ
た
。
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こ
う
し
た
状
況
を
生
み
出
し
た
中
心
人
物
が
、
足
利
義
昭
で
あ
る
。
義
昭
は
信
長
に
よ
っ
て
将
軍
職
に

就
い
た
が
、
や
が
て
信
長
と
対
立
し
、
諸
大
名
に
「
信
長
を
討
て
」
と
檄げ

き

を
飛
ば
し
た
。
義
昭
の
呼
び
か

け
に
応
じ
た
の
は
、
浅
井
・
朝
倉
両
氏
、
本
願
寺
、
毛
利
輝
元
、
武
田
信
玄
な
ど
の
有
力
な
戦
国
大
名
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
勢
力
が
連
携
し
、
信
長
を
包
囲
す
る
構
図
が
「
信
長
包
囲
網
」
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
彼
ら
が
「
な
ぜ
信
長
に
敵
対
し
た
の
か
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
従
来
で
は
、
反

信
長
勢
力
は
「
旧
勢
力
」「
保
守
勢
力
」「
時
代
遅
れ
の
大
名
」
と
し
て
描
か
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
だ
が
、

彼
ら
は
決
し
て
無
謀
な
戦
い
を
挑
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、
合
理
的
な
判
断
の
も
と
に
信
長
と
対
峙
し
た
。

戦
国
大
名
が
勝
ち
目
の
な
い
戦
い
に
身
を
投
じ
る
よ
う
な
愚
行
は
、
基
本
的
に
行
わ
な
い
。
彼
ら
が
信
長

に
反
旗
を
翻
し
た
の
は
、「
勝
て
る
」
と
い
う
確
信
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

本
書
は
、
こ
の
「
合
理
性
」
に
光
を
当
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
信
長
包
囲
網
を
単
な
る
事
件

の
羅
列
と
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、
各
大
名
が
ど
の
よ
う
な
政
治
的
・
軍
事
的
背
景
を
抱
え
、
ど
の
よ
う

な
判
断
の
も
と
に
信
長
と
対
立
し
た
の
か
を
個
別
に
検
討
す
る
。
浅
井
長
政
は
、
な
ぜ
信
長
を
裏
切
っ
た

の
か
。
足
利
義
昭
は
、
ど
の
よ
う
な
構
想
を
描
い
て
い
た
の
か
。
松
永
久
秀
は
な
ぜ
二
度
も
許
さ
れ
、
そ

し
て
最
終
的
に
反
旗
を
翻
し
た
の
か
。
荒
木
村
重
は
な
ぜ
有
岡
城
に
籠
り
、
一
族
を
皆
殺
し
に
さ
れ
る
結

末
を
迎
え
た
の
か
。
別
所
長
治
は
、
な
ぜ
三
木
城
で
の
長
期
籠
城
を
選
ん
だ
の
か
。
武
田
勝
頼
は
、
な
ぜ
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家
臣
団
の
離
反
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。

こ
れ
ら
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
は
、
従
来
の
「
信
長
中
心
史
観
」
か
ら
一
歩
離
れ
、
反
信
長
勢
力
の

視
点
に
立
つ
必
要
が
あ
る
。
信
長
の
行
動
を
基
準
に
し
て
他
者
を
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
各
大
名
が
置

か
れ
た
状
況
や
領
国
の
事
情
、
外
交
関
係
、
家
中
の
力
学
な
ど
を
踏
ま
え
、
再
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
本
書
で
は
従
来
説
の
再
検
討
や
新
た
な
解
釈
を
提
示
し
な
が
ら
、
信
長
包
囲
網
の
実
像
に
迫
る
。

本
書
の
特
徴
と
し
て
は
、
時
系
列
で
は
な
く
「
大
名
別
」
に
章
を
構
成
し
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
信
長

包
囲
網
は
複
数
の
勢
力
が
同
時
多
発
的
に
動
い
た
複
雑
な
現
象
で
あ
り
、
時
系
列
で
追
う
だ
け
で
は
全
体

像
が
見
え
に
く
い
。
そ
こ
で
本
書
で
は
、
各
大
名
の
行
動
を
独
立
し
て
分
析
し
、
最
後
に
そ
れ
ら
を
総
合

す
る
こ
と
で
、
包
囲
網
の
構
造
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
構
成
を
採
用
し
た
。

信
長
包
囲
網
の
形
成
は
、
信
長
の
生
涯
に
お
け
る
最
大
の
危
機
で
あ
る
と
同
時
に
、
戦
国
時
代
の
権
力

構
造
が
大
き
く
転
換
し
た
契
機
で
も
あ
っ
た
。
本
書
を
通
じ
て
、
信
長
が
い
か
に
し
て
包
囲
網
を
突
破
し
、

天
下
取
り
へ
と
歩
み
を
進
め
た
の
か
、
そ
し
て
反
信
長
勢
力
が
ど
の
よ
う
な
思
惑
と
合
理
性
を
も
っ
て
行

動
し
た
の
か
を
、
読
者
の
皆
様
に
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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序
章
で
は
信
長
包
囲
網
の
形
成
か
ら
消
滅
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
、
時
系
列
で
簡
潔
に
押
さ
え
る
こ
と

に
し
た
い
。
信
長
が
い
か
に
敵
対
勢
力
と
戦
い
続
け
た
か
、
理
解
い
た
だ
け
る
は
ず
で
あ
る
。

織
田
信
長
の
上
洛
と
反
信
長
勢
力

す
べ
て
は
、
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
十
月
に
織
田
信
長
が
足
利
義
昭
を
推
戴
し
、
上
洛
し
た
こ
と

に
は
じ
ま
る
。
そ
の
目
的
は
室
町
幕
府
の
再
興
、
お
よ
び
足
利
義
昭
を
征
夷
大
将
軍
に
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

信
長
は
行
く
手
を
阻
む
南
近
江
の
六
角
承じ

ょ
う

禎て
い

（
義
賢
）・
義
治
父
子
を
撃
破
す
る
と
、
そ
の
ま
ま
京
都
を

目
指
し
た
。
入
京
の
際
、
三
好
三
人
衆
（
三
好
長な

が

逸や
す

・
三
好
宗そ

う

渭い

・
石い

わ

成な
り

友
通
）
が
阻
も
う
と
し
た
が
、
信

長
の
勢
い
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
信
長
は
、
義
昭
と
と
も
に
悲
願
の
上
洛
を
果
た

し
た
の
で
あ
る
。

同
年
十
月
、
足
利
義
昭
は
征
夷
大
将
軍
に
就
任
し
、
室
町
幕
府
を
再
興
す
る
念
願
を
果
た
し
た
が
、
し

ば
ら
く
し
て
信
長
は
居
城
の
あ
る
岐
阜
（
岐
阜
市
）
に
戻
っ
た
。
二
人
は
相
補
い
な
が
ら
、
政
権
運
営
を

行
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
二
重
政
権
と
い
う
。
当
初
、
二
人
の
関
係
は
良
好
だ
っ
た
が
、
信
長

の
心
は
少
し
ず
つ
義
昭
か
ら
離
れ
て
行
っ
た
。
信
長
は
幕
府
を
再
興
す
る
こ
と
に
よ
り
、
畿
内
秩
序
の
回

復
と
安
定
を
目
論
ん
だ
。
と
り
わ
け
信
長
は
朝
廷
へ
の
奉
仕
に
心
を
砕
き
、
御
所
の
修
繕
費
用
を
負
担
す
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る
な
ど
し
た
。
幕
府
を
再
興
し
た
目
的
は
、
こ
の
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
の
義
昭
は
、
朝
廷
へ
の
奉
仕
を
行
わ
ず
、
戦
乱
に
よ
る
改
元
の
要
請
に
も
応
じ
な
か
っ
た
。
加
え

て
、
各
地
の
大
名
と
連
絡
を
取
り
合
う
な
ど
し
た
の
で
、
信
長
は
快
く
思
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

間
、
信
長
は
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
一
月
に
「
殿
中
掟
九
ヵ
条
」
お
よ
び
「
追
加
七
ヵ
条
」
を
定
め

た
り
、
永
禄
十
三
年
（
一
五
七
〇
）
一
月
に
「
五
ヵ
条
の
条
書
」
で
義
昭
を
非
難
し
た
り
し
た
が
、
ま
っ

た
く
効
果
が
な
か
っ
た
。

信
長
の
上
洛
後
、
敵
対
し
た
の
が
朝
倉
義
景
で
あ
る
。
同
年
四
月
、
信
長
は
義
景
を
討
つ
べ
く
、
越
前

国
に
兵
を
送
り
込
ん
だ
。
当
初
、
織
田
方
は
朝
倉
方
の
諸
城
を
次
々
と
落
と
し
た
が
、
や
が
て
味
方
だ
っ

た
浅あ

ざ

井い

長
政
の
裏
切
り
を
知
っ
た
。
長
政
は
信
長
の
妹
の
お
市
を
妻
に
迎
え
て
い
た
が
、
突
如
と
し
て
朝

倉
方
に
寝
返
っ
た
の
で
あ
る
。
窮
地
に
陥
っ
た
織
田
方
は
、
這
う
這
う
の
体
で
越
前
か
ら
撤
退
し
た
（
金

ヶ
崎
の
退
き
口
）。

同
年
九
月
、
今
度
は
大
坂
本
願
寺
を
拠
点
と
す
る
本
願
寺
（
大
阪
市
）
が
信
長
に
兵
を
挙
げ
た
。
こ
れ

ま
で
、
先
に
攻
撃
を
仕
掛
け
た
の
は
信
長
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
実
際
は
逆
だ
っ
た
。
先
に
攻
撃

を
仕
掛
け
た
の
は
、
本
願
寺
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
以
降
、
信
長
と
本
願
寺
は
、
十
年

に
わ
た
る
抗
争
を
繰
り
広
げ
た
の
で
あ
る
。
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挙
兵
す
る
反
信
長
勢
力

信
長
に
兵
を
挙
げ
た
の
は
、
浅
井
・
朝
倉
両
氏
や
本
願
寺
だ
け
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
五
月
、
信
長
は
本
願
寺
の
動
き
に
呼
応
し
た
伊
勢
長
島
（
三
重
県
桑
名
市
）
一

向
一
揆
を
討
伐
し
よ
う
と
し
た
が
、
攻
略
に
失
敗
し
多
く
の
兵
を
失
っ
た
。
同
年
九
月
、
浅
井
・
朝
倉
両

氏
に
結
託
し
た
比
叡
山
延
暦
寺
（
滋
賀
県
大
津
市
）
を
焼
き
討
ち
に
し
た
。
信
長
は
仏
教
勢
力
を
敵
視
し
た

よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
彼
ら
が
信
長
に
兵
を
挙
げ
た
の
で
、
こ
れ
を
討
つ
べ

く
交
戦
に
至
っ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

同
じ
頃
、
甲
斐
国
の
武
田
信
玄
は
駿
河
国
を
併へ

い

吞ど
ん

し
、
上
杉
、
北
条
、
徳
川
の
各
氏
と
敵
対
し
て
い
た
。

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
十
月
、
再
び
北
条
氏
と
和
睦
し
た
信
玄
は
、
西
上
の
途
に
つ
き
徳
川
領
国
に
攻

め
込
ん
だ
。
そ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
信
長
は
、
武
田
氏
と
上
杉
氏
の
間
を
取
り
持
と
う
と
し
た
が
、
一
方

の
信
玄
は
浅
井
・
朝
倉
両
氏
に
対
し
、
信
長
へ
の
対
抗
を
依
頼
し
た
。
突
然
の
攻
撃
だ
っ
た
の
で
、
家
康

は
信
玄
に
大
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

同
年
十
二
月
、
家
康
と
信
長
の
連
合
軍
は
三み

方か
た

ヶが

原は
ら

（
静
岡
県
浜
松
市
）
の
戦
い
で
大
敗
を
喫
し
た
。
こ

の
敗
戦
に
よ
り
、
信
長
は
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
じ
頃
、
信
長
は
義
昭
に
「
異
見
十
七
ヵ
条
」

を
送
り
、
手
厳
し
く
政
治
姿
勢
な
ど
を
非
難
し
た
。
義
昭
は
信
長
か
ら
の
非
難
に
加
え
、
三
方
ヶ
原
の
戦
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い
で
勝
利
し
た
信
玄
の
協
力
を
得
ら
れ
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
一
気
に
反
信
長
へ
と
舵
を
切
っ
た
。

元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）、
信
玄
は
三
河
国
に
侵
攻
し
、
二
月
に
は
徳
川
方
の
野
田
城
（
愛
知
県
新
城
市
）

を
落
と
し
た
。
信
長
は
本
拠
の
岐
阜
を
発
つ
と
、
義
昭
と
和
睦
を
結
ぶ
べ
く
上
洛
し
た
。
当
初
、
義
昭
は

信
長
と
の
和
睦
を
拒
ん
だ
が
、
正お

お
ぎ親

町ま
ち

天
皇
の
命
も
あ
っ
た
の
で
、
四
月
に
な
っ
て
受
け
入
れ
た
。
と
こ

ろ
が
、
義
昭
が
も
っ
と
も
頼
み
と
し
た
信
玄
は
、
四
月
十
二
日
に
亡
く
な
っ
た
の
で
、
そ
の
後
の
目
算
が

大
き
く
狂
っ
た
。
義
昭
は
、
信
玄
の
死
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

同
年
七
月
、
義
昭
は
槇ま

き

島し
ま

城
（
京
都
府
宇
治
市
）
に
拠
っ
て
、
信
長
に
兵
を
挙
げ
た
が
敗
北
し
た
。
義
昭

は
各
地
を
転
々
と
し
た
が
、
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
二
月
に
毛
利
輝
元
を
頼
り
、
備
後
国
鞆と

も

（
広
島
県
福

山
市
）
に
移
っ
た
。
毛
利
氏
を
後
ろ
盾
と
し
た
義
昭
は
、
本
願
寺
や
諸
国
の
大
名
と
連
携
し
、「
信
長
包
囲

網
」
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

反
信
長
勢
力
と
の
死
闘

天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
八
月
、
信
長
は
約
三
万
の
兵
を
率
い
て
、
浅
井
長
政
と
雌
雄
を
決
す
べ
く
北

近
江
に
出
陣
し
、
小お

谷だ
に

城
（
滋
賀
県
長
浜
市
）
を
包
囲
し
た
。
朝
倉
義
景
は
、
た
だ
ち
に
浅
井
氏
に
援
軍
を

送
り
込
ん
だ
が
敗
北
し
、
越
前
国
に
逃
走
し
た
。
逆
に
、
織
田
方
が
越
前
国
に
攻
め
込
ん
で
き
た
の
で
あ
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る
。
義
景
は
一
族
や
家
臣
の
裏
切
り
も
あ
り
、
一
乗
谷
（
福
井
市
）
か
ら
賢け

ん

松し
ょ
う

寺じ

（
福
井
県
大
野
市
）
に
脱

出
し
た
が
、
敗
北
を
悟
り
自
刃
し
て
果
て
た
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
秀
吉
方
は
小
谷
城
の
京
極
丸
を
落
と
し
、
浅
井
久
政
（
長
政
の
父
）
を
自
害
に
追
い
込
ん
だ
。

そ
の
直
後
、
小
谷
城
も
落
城
し
、
長
政
も
ま
た
自
刃
し
た
。
こ
う
し
て
信
長
は
、
長
年
抗
争
を
繰
り
広
げ

て
い
た
浅
井
・
朝
倉
両
氏
を
滅
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

同
年
九
月
、
信
長
は
約
五
万
の
軍
勢
を
率
い
、
伊
勢
長
島
一
向
一
揆
を
討
つ
べ
く
出
陣
し
た
が
、
滅
亡

に
追
い
込
む
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
翌
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
七
月
、
再
び
信
長
は
伊
勢
長
島
に

出
陣
す
る
と
、
激
し
い
抵
抗
に
遭
っ
た
も
の
の
、
一
揆
勢
に
勝
利
し
た
。
信
長
は
立
て
籠
っ
た
一
揆
勢
約

二
万
を
攻
囲
し
、
徹
底
的
に
殺さ

つ

戮り
く

し
た
の
で
あ
る
。

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
五
月
、
信
長
は
家
康
と
と
も
に
設し

た

楽ら
が

原は
ら

（
愛
知
県
新
城
市
）
へ
出
陣
し
、
武
田

勝
頼
と
の
戦
い
に
挑
ん
だ
（
長
篠
の
戦
い
）。
結
果
的
に
信
長
・
家
康
連
合
軍
が
勝
利
し
た
が
、
従
来
か
ら

言
わ
れ
る
よ
う
に
「
三
千
丁
の
鉄
砲
を
千
ず
つ
代
わ
る
代
わ
る
撃
っ
た
」
と
か
、「
戦
国
最
強
の
武
田
騎
馬

隊
」
が
存
在
し
た
な
ど
の
説
は
、
今
と
な
っ
て
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
武
田
氏
が
敗
戦
で
一
気

に
威
勢
が
衰
え
た
と
は
言
え
ず
、
滅
亡
は
七
年
後
だ
っ
た
こ
と
に
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。

天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
一
月
、
そ
れ
ま
で
信
長
と
良
好
な
関
係
に
あ
っ
た
、
八や

上か
み

城
（
兵
庫
県
丹た

ん

波ば

篠さ
さ
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山や
ま

市
）
主
の
波
多
野
秀
治
が
謀
反
を
起
こ
し
た
。
秀
治
の
討
伐
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
、
明
智
光
秀
だ
っ
た
。

同
じ
頃
、
本
願
寺
が
再
び
挙
兵
し
た
の
で
、
信
長
は
窮
地
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
本
願
寺
に
与

同
し
た
の
は
、
越
後
国
の
上
杉
謙
信
だ
っ
た
。

天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
二
・
三
月
、
信
長
は
雑さ

い

賀か

衆
を
討
つ
べ
く
紀
伊
国
に
攻
め
込
み
、
降
伏
に
追

い
込
ん
だ
。
同
年
八
月
、
松
永
久
秀
が
信し

貴ぎ

山さ
ん

城
（
奈
良
県
平
群
町
）
に
籠
城
し
、
信
長
に
反
旗
を
翻
し

た
。
信
長
は
翻
意
を
促
す
べ
く
使
者
を
送
り
込
ん
だ
が
、
こ
れ
を
拒
否
さ
れ
た
。
信
長
は
子
の
信
忠
を
送

り
込
む
と
、
十
月
に
信
貴
山
城
は
落
城
し
、
久
秀
は
自
害
し
て
果
て
た
の
で
あ
る
。
続
け
て
信
長
は
、
羽

柴
秀
吉
に
中
国
計
略
（
毛
利
氏
の
征
伐
）
を
命
じ
た
。
信
長
の
命
を
受
け
た
秀
吉
は
、
た
だ
ち
に
毛
利
方
の

上こ
う

月づ
き

城
（
兵
庫
県
佐
用
町
）
を
落
と
し
た
の
で
あ
る
。

天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
二
月
、
三
木
城
（
兵
庫
県
三
木
市
）
主
の
別
所
長
治
が
謀
反
を
起
こ
し
た
（
三

木
合
戦
）。
こ
の
戦
い
は
、
約
二
年
に
及
ん
だ
。
同
年
十
月
、
こ
の
動
き
に
呼
応
す
る
が
ご
と
く
、
有
岡
城

（
同
伊
丹
市
）
主
の
荒
木
村
重
が
兵
を
挙
げ
た
（
有
岡
城
の
戦
い
）。
信
長
は
村
重
に
謀
反
を
思
い
止
ま
る
よ

う
説
得
を
試
み
た
が
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
以
降
、
反
信
長
の
動
き
が
活
発
化
し
、
信
長
は
そ
の
対
応
に

追
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
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敗
れ
た
反
信
長
勢
力

反
信
長
勢
力
は
毛
利
輝
元
、
足
利
義
昭
、
本
願
寺
と
連
携
し
、
次
々
と
信
長
に
戦
い
を
挑
ん
だ
が
、
結

果
は
無
残
な
も
の
だ
っ
た
。

天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
六
月
、
光
秀
は
八
上
城
を
落
と
し
た
。
城
主
の
波
多
野
秀
治
は
捕
ら
え
ら
れ
、

安
土
城
（
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
）
下
で
磔た

っ

刑け
い

に
処
さ
れ
た
。
村
重
も
当
初
こ
そ
は
善
戦
し
た
が
、
同
年
九
月

に
有
岡
城
か
ら
尼
崎
城
（
兵
庫
県
尼
崎
市
）
に
移
っ
た
。
し
か
し
、
し
ば
ら
く
し
て
有
岡
城
は
落
城
し
、
村

重
の
妻
子
ら
が
皆
殺
し
に
さ
れ
た
。
村
重
自
身
は
毛
利
氏
を
頼
っ
て
、
落
ち
延
び
た
の
で
あ
る
。

天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
一
月
、
秀
吉
は
三
木
城
を
開
城
・
降
伏
さ
せ
た
。
城
主
の
別
所
長
治
は
、
城

兵
を
助
け
る
条
件
と
引
き
換
え
に
し
て
、
自
身
と
一
族
が
自
害
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
直
後
の
同
年
閏う

る
う

三

月
、
本
願
寺
も
降
伏
し
、
大
坂
本
願
寺
を
あ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
反
信
長
勢
力
の
多
く

は
降
参
す
る
か
滅
ぼ
さ
れ
、
信
長
は
天
下
取
り
に
邁
進
し
た
の
で
あ
る
。
残
る
強
敵
は
、
武
田
氏
上
杉
氏
、

長ち
ょ
う

宗そ

我か

部べ

氏
く
ら
い
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
一
月
、
信
長
は
敵
対
す
る
姿
勢
を
見
せ
た
高こ

う

野や

山さ
ん

（
和
歌
山
県
高
野
町
）
の
討

伐
に
動
き
、
捕
ら
え
た
高
野
聖ひ

じ
りを

処
刑
す
る
な
ど
し
た
。
高
野
山
は
信
長
に
徹
底
抗
戦
の
構
え
を
見
せ
た

の
で
、
戦
い
は
長
期
化
す
る
よ
う
に
見
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
信
長
は
武
田
氏
征
伐
に
専
念
す
る
こ
と
に
し
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た
の
で
、
い
っ
た
ん
高
野
山
攻
め
は
取
り
止
め
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
年
に
は
織
田
方
が
越
中
国
に
攻

め
込
み
、
そ
の
大
半
を
制
圧
し
た
た
め
、
上
杉
景
勝
と
の
対
決
も
控
え
て
い
た
。

同
年
六
月
、
秀
吉
は
毛
利
方
の
吉き

っ

川か
わ

経つ
ね

家い
え

が
籠
る
鳥
取
城
（
鳥
取
市
）
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
た
。
秀
吉

は
鳥
取
城
を
兵
糧
攻
め
に
し
た
の
で
、
た
ち
ま
ち
城
内
か
ら
餓
死
者
が
続
出
し
た
。
同
年
十
月
、
勝
ち
目

が
な
い
と
判
断
し
た
経
家
は
、
城
兵
の
助
命
を
条
件
と
し
て
開
城
・
降
伏
し
、
自
ら
は
自
害
し
て
果
て
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
秀
吉
は
、
因
幡
国
の
制
圧
に
成
功
し
た
。

天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
二
月
、
武
田
方
の
親
類
衆
の
木
曾
義
昌
は
、
に
わ
か
に
織
田
方
に
寝
返
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
信
長
は
本
格
的
に
武
田
氏
征
伐
に
乗
り
出
し
、
子
の
信
忠
ら
の
軍
勢
が
一
斉
に
甲
斐
に
侵

攻
し
た
。
迎
え
撃
つ
武
田
方
は
、
次
々
と
敗
北
も
し
く
は
降
伏
し
、
も
は
や
抵
抗
す
る
術す

べ

が
な
か
っ
た
。

同
年
三
月
、
勝
頼
は
田
野
（
山
梨
県
甲
州
市
）
で
妻
子
と
と
も
に
自
害
し
、
こ
こ
に
戦
国
大
名
と
し
て
の
武

田
氏
は
滅
亡
し
た
の
で
あ
る
。

本
能
寺
の
変
と
そ
の
後

数
々
の
敵
対
勢
力
を
討
っ
た
信
長
に
と
っ
て
、
残
る
敵
は
越
後
の
上
杉
氏
、
土
佐
の
長
宗
我
部
氏
と
な

っ
た
。
あ
か
ら
さ
ま
に
敵
対
し
て
な
か
っ
た
が
、
北
条
氏
、
島
津
氏
と
い
っ
た
大
名
は
健
在
だ
っ
た
。
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天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
に
な
る
と
、
信
長
は
土
佐
国
の
長
宗
我
部
元も

と

親ち
か

を
討
つ
べ
く
準
備
を
進
め
た
。

そ
も
そ
も
、
信
長
は
元
親
と
良
好
な
関
係
に
あ
り
、
長
宗
我
部
氏
の
四
国
統
一
と
奪
い
取
っ
た
領
土
の
支

配
を
認
め
て
い
た
（
切
り
取
り
自
由
）。
の
ち
に
、
信
長
は
前
言
を
翻

ひ
る
が
えし

、
長
宗
我
部
氏
の
切
り
取
り
自
由

を
認
め
な
い
旨
を
通
告
し
た
の
で
、
両
者
の
関
係
は
悪
化
し
た
の
で
あ
る
。
同
年
五
月
、
信
長
の
命
を
受

け
た
子
の
信
孝
は
、
諸
将
ら
と
と
も
に
大
坂
に
兵
を
進
め
、
四
国
に
攻
め
込
む
べ
く
準
備
を
進
め
た
。

同
年
四
月
、
朝
廷
は
信
長
に
対
し
、
太
政
大
臣
・
関
白
・
征
夷
大
将
軍
の
い
ず
れ
か
に
任
じ
た
い
と
申

し
入
れ
た
。
翌
月
、
信
長
は
使
者
を
送
り
返
答
し
た
が
、
ど
の
職
を
望
ん
だ
の
か
、
あ
る
い
は
す
べ
て
拒

否
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
同
年
五
月
二
十
九
日
、
信
長
は
わ
ず
か
な
手
勢
を
率
い
て
上
洛
し
、
本
能
寺

（
京
都
市
）
に
滞
在
し
た
。
京
都
で
は
、
公
家
衆
が
歓
待
し
た
と
い
う
。

一
方
、
同
年
五
月
、
す
で
に
播
磨
国
な
ど
を
攻
略
し
た
秀
吉
は
、
毛
利
方
の
清
水
宗
治
が
籠
る
備
中
高

松
城
（
岡
山
市
）
を
水
攻
め
に
し
た
。
秀
吉
は
戦
い
を
優
位
に
進
め
、
あ
と
は
宗
治
が
い
つ
降
参
す
る
か

を
待
つ
だ
け
だ
っ
た
。
水
攻
め
の
最
中
の
同
年
六
月
二
日
、
明
智
光
秀
が
本
能
寺
を
強
襲
す
る
と
、
滞
在

中
だ
っ
た
信
長
は
自
害
に
追
い
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
信
長
の
死
の
一
報
は
、
た
だ
ち
に
秀
吉
の
も
と
に

も
た
ら
さ
れ
た
。

秀
吉
は
毛
利
方
と
の
和
睦
を
取
り
ま
と
め
、
た
だ
ち
に
上
洛
す
る
と
（
中
国
大
返
し
）、
同
年
六
月
十
三
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日
の
山
崎
の
戦
い
で
光
秀
に
勝
利
し
た
。
敗
走
し
た
光
秀
は
、
本
拠
の
坂
本
城
（
滋
賀
県
大
津
市
）
を
目
指

す
途
中
で
土
民
に
討
た
れ
た
。
光
秀
の
死
後
、
清
須
会
議
が
催
さ
れ
、
秀
吉
ら
重
臣
が
三
法
師
（
の
ち
の

秀
信
／
信
忠
の
子
）
を
支
え
、
織
田
政
権
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
た
。
一
連
の
流
れ
の
中
で
、
光

秀
を
討
っ
た
軍
功
第
一
の
秀
吉
は
、
主
導
権
を
掌
握
し
た
の
で
あ
る
。
信
長
の
死
に
よ
っ
て
、「
信
長
包
囲

網
」
は
消
滅
し
た
と
い
え
よ
う
。

ま
と
め

以
上
、
本
章
で
は
信
長
包
囲
網
の
形
成
か
ら
崩
壊
、
そ
し
て
本
能
寺
の
変
に
至
る
ま
で
の
流
れ
を
時
系

列
に
沿
っ
て
概
観
し
て
き
た
。
改
め
て
振
り
返
る
と
、「
信
長
包
囲
網
」
と
は
単
な
る
一
時
的
な
同
盟
関
係

で
は
な
く
、
信
長
の
勢
力
拡
大
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
諸
勢
力
の
動
き
が
連
鎖
的
に
結
び
つ
き
、
時
に
緩

や
か
に
、
時
に
強
固
に
形
成
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
信
長
包
囲
網
が
一
度
に
完
成
し
た
も
の
で
は
な
く
、
段
階
的
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た

点
で
あ
る
。
信
長
の
上
洛
に
始
ま
り
、
浅
井
・
朝
倉
両
氏
の
離
反
や
本
願
寺
の
挙
兵
、
さ
ら
に
は
武
田
信

玄
や
足
利
義
昭
、
毛
利
氏
な
ど
が
加
わ
る
こ
と
で
、
反
信
長
勢
力
は
次
第
に
広
が
り
を
見
せ
た
。
こ
れ
ら

の
勢
力
は
、
必
ず
し
も
当
初
か
ら
緊
密
に
連
携
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
信
長
と
い
う
共
通
の
敵
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を
前
に
し
て
利
害
を
共
有
し
、
結
果
と
し
て
包
囲
網
の
様
相
を
呈
す
る
に
至
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
た
が

っ
て
、
信
長
包
囲
網
と
は
固
定
的
な
組
織
で
は
な
く
、
情
勢
に
応
じ
て
変
化
し
続
け
た
動
的
な
枠
組
み
と

し
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
で
、
包
囲
網
の
崩
壊
過
程
に
も
ま
た
注
目
す
べ
き
点
が
多
い
。
浅
井
・
朝
倉
両
氏
の
滅
亡
、
伊
勢

長
島
一
向
一
揆
の
壊
滅
、
長
篠
の
戦
い
を
経
た
武
田
氏
の
衰
退
、
さ
ら
に
は
別
所
長
治
や
荒
木
村
重
ら
の

敗
北
な
ど
、
反
信
長
勢
力
は
個
別
に
打
撃
を
受
け
、
次
第
に
そ
の
連
携
力
を
失
っ
て
い
っ
た
。
信
長
は
各

地
の
敵
を
同
時
に
相
手
取
る
の
で
は
な
く
、
情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
順
次
対
処
し
、
個
別
撃
破
を
重
ね
る

こ
と
で
包
囲
網
を
解
体
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
信
長
の
軍
事
的
力
量
の
み
な
ら
ず
、
政
治

的
判
断
力
や
情
報
収
集
力
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
見
逃
せ
な
い
の
は
、
信
長
包
囲
網
の
背
後
に
あ
っ
た
多
様
な
動
機
で
あ
る
。
足
利
義
昭
に
と
っ

て
は
将
軍
権
威
の
回
復
が
、
毛
利
氏
や
武
田
氏
に
と
っ
て
は
勢
力
均
衡
の
維
持
が
、
ま
た
本
願
寺
や
一
向

一
揆
に
と
っ
て
は
信
仰
と
自
治
の
防
衛
が
、
そ
れ
ぞ
れ
戦
い
の
動
機
と
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
信
長

包
囲
網
と
は
単
な
る
「
反
信
長
」
と
い
う
一
点
で
結
び
つ
い
た
存
在
で
は
な
く
、
各
勢
力
が
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
を
抱
え
な
が
ら
形
成
し
た
複
合
的
な
対
抗
構
造
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
見
落
と
す
な
ら
ば
、

信
長
包
囲
網
の
実
像
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
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そ
し
て
最
終
的
に
、
信
長
包
囲
網
は
本
能
寺
の
変
と
い
う
予
期
せ
ぬ
事
件
に
よ
っ
て
終
焉
を
迎
え
た
。

天
下
統
一
へ
と
歩
み
を
進
め
て
い
た
信
長
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
死
に
よ
っ
て
包
囲
網
そ
の
も
の
が
消
滅
し

た
と
み
な
さ
れ
る
の
は
、
包
囲
網
が
あ
く
ま
で
「
信
長
」
と
い
う
個
人
を
相
手
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
を

意
味
し
よ
う
。
信
長
と
い
う
強
力
な
指
導
者
が
存
在
し
た
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
勢
力
も
ま
た
結

集
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
中
心
が
失
わ
れ
た
と
き
、
包
囲
網
は
歴
史
的
役
割
を
終
え
た
の
で
あ
る
。

本
書
で
は
、
こ
の
序
章
で
示
し
た
全
体
像
を
踏
ま
え
つ
つ
、
次
章
以
降
に
お
い
て
個
々
の
勢
力
や
事
件

に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
や
実
態
を
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
。
信
長
包
囲
網
は
し
ば
し
ば
単
純

化
さ
れ
、「
信
長
対
反
信
長
勢
力
」
と
い
う
図
式
で
語
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
多
様
な
思
惑
が
交

錯
す
る
複
雑
な
歴
史
現
象
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
複
雑
さ
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
具

体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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浅
井
長
政
と
織
田
信
長

浅
井
氏
は
北
近
江
を
支
配
し
、
小
谷
城
（
滋
賀
県
長
浜
市
）
を
本
拠
と
し
た
。
浅
井
長
政
が
久
政
の
子
と

し
て
誕
生
し
た
の
は
、
天
文
十
四
年
（
一
五
四
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。
当
初
、
浅
井
氏
は
六
角
承
禎
（
義

賢
）
に
従
っ
て
い
た
。
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
一
月
、
十
五
歳
に
な
っ
た
長
政
は
元
服
に
際
し
、
そ
の
偏へ

ん

諱き

を
授
け
ら
れ
て
「
賢か

た

政ま
さ

」
と
名
乗
っ
た
（
以
下
、「
長
政
」
で
統
一
）。
同
じ
頃
、
長
政
は
六
角
氏
配
下
の

平
井
定
武
の
娘
を
妻
に
迎
え
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
浅
井
氏
と
六
角
氏
の
関
係
を
強
固
に
す
る
た
め
の
政

略
結
婚
だ
っ
た
。

同
年
四
月
頃
、
長
政
は
早
々
に
妻
と
離
婚
し
、
平
井
氏
の
も
と
に
返
し
た
。
こ
れ
は
、
浅
井
氏
と
六
角

氏
の
関
係
が
破
綻
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
え
よ
う
。
翌
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
八
月
、
承
禎
は
肥ひ

田だ

城
（
滋
賀
県
彦
根
市
）
を
攻
撃
し
た
。
肥
田
城
主
の
高た

か

野の

瀬せ

秀ひ
で

隆た
か

は
、
も
と
も
と
六
角
氏
に
仕
え
て
い
た

が
、
浅
井
氏
に
寝
返
っ
た
の
で
あ
る
。
長
政
は
高
野
瀬
氏
を
救
援
す
べ
く
出
陣
す
る
と
、
六
角
方
を
相
手

に
勝
利
を
収
め
、
見
事
に
初う

い

陣じ
ん

を
飾
っ
た
。

同
年
十
月
頃
、
久
政
は
隠
退
し
て
、
長
政
に
家
督
を
譲
っ
た
。『
江ご

う

濃の
う

記き

』
に
よ
る
と
、
家
臣
た
ち
が
合

議
の
う
え
で
久
政
を
隠
退
に
追
い
込
ん
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
、
六
角
氏
に
対
す
る
備
え
で
も
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
久
政
は
小
谷
城
に
移
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
久
政
の
年
齢
は
三
十
五
歳
と
い
う
若
さ
だ
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っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
長
政
と
久
政
が
連
署
し
て
文
書
を
発
給
し
て
い
る
の
で
、
決
し
て
二
人
の
関

係
が
破
綻
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
当
時
、
当
主
が
早
い
段
階
で
子
に
家
督
を
譲
り
、
後
見
的
な
立
場
に
な

る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
だ
ろ
う
。

永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
五
月
、
織
田
信
長
は
桶
狭
間
の
戦
い
で
今
川
義
元
を
破
り
、
勢
い
に
乗
っ
て

い
た
。
一
方
で
、
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
四
月
、
信
長
は
義
父
・
斎
藤
道
三
が
子
の
義よ

し

龍た
つ

に
討
た
れ
た

の
で
（
長
良
川
の
戦
い
）、
斎
藤
氏
と
の
関
係
が
悪
化
し
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、
信
長
は
斎
藤
氏
を
牽
制
す

る
意
味
も
あ
り
、
北
近
江
に
勢
力
基
盤
を
置
く
浅
井
氏
と
誼よ

し
みを

通
じ
よ
う
と
し
た
。
信
長
は
長
政
と
同
盟

を
結
ぶ
に
際
し
て
、
妹
の
お
市
を
妻
と
し
て
送
り
込
ん
だ
。
政
略
結
婚
で
あ
る
。

長
政
と
お
市
の
方
が
結
婚
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
り
一
致
し
な
い
。
も
っ
と
も
古
い
も
の
は

永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
で
、
も
っ
と
も
新
し
い
も
の
は
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
で
あ
る
。
信
長
は
浅

井
氏
と
同
盟
を
結
ぶ
こ
と
で
、
美
濃
攻
略
を
有
利
に
進
め
、
同
時
に
上
洛
す
る
経
路
を
確
保
し
よ
う
と
考

え
た
の
で
あ
る
。
お
市
を
妻
に
迎
え
た
長
政
は
、
信
長
の
偏
諱
を
与
え
ら
れ
、「
賢
政
」
か
ら
「
長
政
」
に

改
名
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
疑
問
視
す
る
向
き
も
あ
る
。
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